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人
生
は
山
登
り
と
似
て

い
る
。
山
あ
り
谷
あ
り
、

喜
び
苦
し
み
、
し
か
し
長
い
上
り

坂
の
向
こ
う
に
は
幸
せ
が
待
っ
て

い
る
。
そ
こ
が
山
頂
で
あ
る
。 

　
そ
の
幸
せ
の
山
頂
を
目
指
し
て
、

八
女
市
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
が

矢
部
村
付
近
で
路
面
凍
結
に
遭
い
、

少
し
遅
れ
て
牧
の
戸
峠
登
山
口
に

到
着
し
た
。 

　
こ
こ
ま
で
来
る
と
一
面
の
銀
世

界
で
、
雪
の
坂
道
を
登
り
樹
氷
の

ト
ン
ネ
ル
を
何
度
も
く
ぐ
り
抜
け

る
と
、
沓
掛
山
の
山
頂
に
到
着
す
る
。 

　
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
８
度
。
風
も

弱
く
陽
光
が
さ
し
て
来
た
。 

　
そ
の
時
不
思
議
な
も
の
と
遭
遇

す
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
で

あ
る
。 

久
住
山
で
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い

現
象
で
、
初
め
て
見
る
光
景
に
歓

喜
の
声
が
上
が
る
。 

　
そ
の
後
は
、
九
重
連
山
を
最
も

美
し
く
見
ら
れ
る
場
所
か
ら
待
つ

こ
と
30
分
、
天
気
が
回
復
し
そ
の

全
容
が
現
れ
た
。 

　
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
樹
氷
は
、

自
然
が
作
っ
た
一
級
の
芸
術
品
で
、

心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

ほ
ほ
を
な
で
て
行
く
風
に
、
今
日

も
頑
張
ろ
ー
と
活
力
が
湧
い
て
く

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
清
々
し
い
一

日
だ
っ
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　
樋
口
清
人 

久
住
山
（
１
７
８
７
ｍ
） 

この写真を撮影する為何回登った事だろう。 
やっとイメージ通りの作品に、苦労が報われた瞬間でした。 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

初日の出ウォーク 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

新春の呈茶 
　　～３日（星野村茶の文化館） 

熊野神社追儺祭‘火祭’ 
　　　　　　　　　　（筑後市） 

松尾弁財天縁日（立花町） 

無料法律相談（要予約） 
　　　　（八女市社会福祉会館） 
　　　　　　　　　123-0294 

なんでも人権相談 
　　（八女市社会福祉会館） 
　　（黒木町地域交流センター） 

べんがらの日（べんがら村） 
 

上陽ふるさと市 
人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　　（八女福祉会館） 
 

くろぎふるさと日曜市 
初釜会　（黒木町・学びの館） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

なんでも人権相談 
　（筑後市勤労者家庭支援施設） 
　（立花町町民センター） 

虚空蔵菩薩祭（上陽町） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

女性のための相談所 
　　　　　　10：00～15：00 
（八女市福祉会館）（サンコア筑後） 
　　　八女人権擁護委員協議会 

上陽ふるさと市 
痩せ仏様御日 
　　　　　（八女市大篭町内会） 

山の神祭（矢部村） 

くろぎふるさと日曜市 
エトセトラアクト２ 
　　　　　　（サザンクス筑後） 

柳島の十七夜（八女市） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

童男山ふすべウォーク 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

なんでも人権相談 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

無料法律相談（要予約） 
　　（八女市地域福祉センター） 
　　　　　　　　　154-3629

上陽ふるさと市 
八女市公民館利用者作 
品発表会　　　　　～24日 
　　　　　　　（八女文化会館） 

茶の香マラソン（八女市） 
くろぎふるさと日曜市 
滝の宮不動尊縁日 
矢部川一周ウォーキング 
　　（吉田ウォーキングクラブ） 

くろぎふるさと日曜市 
夏川りみ公演（サザンクス筑後） 

水田天満宮開運大祭 
　　　　　　　　　　（筑後市） 

お風呂の日 
（グリーンピア八女） 
（べんがら村） 
（温泉館きらら　星野村） 
（三加和温泉） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

上陽ふるさと市 
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み
な
さ
ん
、
花
の
あ
る
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
す
か
？
花

の
あ
る
暮
ら
し
と
一
言
に
言

っ
て
も
日
本
に
は
四
季
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
、
季
節

ご
と
に
咲
き
誇
り
ま
す
。 

　
春
は
、
桜
の
花
が
咲
き
誇

り
、
ま
た
親
し
い
方
と
の
別

れ
や
新
し
い
出
会
い
の
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
季

節
、
桜
の
花
た
ち
が
優
し
く

迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
夏
は
、
象
徴
的
、
そ
し
て

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
、
向
日

葵
の
花
が
地
面
い
っ
ぱ
い
に

咲
き
誇
り
ま
す
。
真
夏
の
熱

い
太
陽
の
光
を
浴
び
、
太
陽

に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
向
日
葵
を
見
て

夏
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？ 

　
秋
は
、
木
々
が
紅
葉
し
コ

ス
モ
ス
の
花
が
絨
毯
の
よ
う

に
一
面
に
咲
き
ま
す
。
夏
の

終
わ
り
と
冬
の
訪
れ
を
感
じ

さ
せ
る
花
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
時
期
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
寂
し
さ
を
感
じ
る
方

も
い
る
の
で
は
‥
‥
‥
？ 

　
冬
は
、
控
え
め
で
白
い
花

を
咲
か
せ
る
日
本
水
仙
が
あ

り
ま
す
。
意
外
と
気
づ
か
な

い
存
在
で
す
が
、
こ
の
水
仙

は
ほ
の
か
に
香
が
し
ま
す
。

手
に
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

花
の
部
分
の
香
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
。 

　
冬
と
い
え
ば
パ
ン
ジ
ー
。

皆
さ
ん
の
家
庭
に
も
プ
ラ
ン

タ
ー
で
、
パ
ン
ジ
ー
の
花
が

咲
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
の

花
は
、
11
月
〜
５
月
ま
で
、

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

花
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

は
摘
ん
で
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

す
る
と
新
た
な
花
芽
が
で
て

き
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
に
強

い
花
で
も
あ
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ス
５
度
く
ら
い
ま
で
は
耐

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、

霜
除
け
な
ど
で
保
護
を
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
時
期
が
早
く
茎
の
部
分

が
、
伸
び
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

と
き
は
一
度
刈
り
込
み
を
し

て
や
れ
ば
、
引
き
締
ま
っ
た

花
や
葉
が
、
伸
び
て
く
る
で

し
ょ
う
。
パ
ン
ジ
ー
の
花
び

ら
に
は
や
さ
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
寒
い
中
で

強
く
咲
き
誇
る
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
パ
ン
ジ
ー

は
、
秋
か
ら
冬
そ
し
て
春
へ

の
変
化
を
待
ち
わ
び
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
ね
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
は

四
季
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

季
節
の
花
木
や
花
た
ち
が
咲

き
誇
り
、
四
季
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
散
歩
の
と
き

や
、
信
号
待
ち
の
と
き
に
、

周
り
の
景
色
の
な
か
に
花
た

ち
が
、
元
気
に
咲
い
て
い
る

姿
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

花
た
ち
が
一
時
の
、
ゆ
と
り

を
く
れ
る
は
ず
で
す
。 

紫
原
嘉
人 

筑後市蔵数に美と愈しの館誕生 

行ってみようよ！このお店 

国道209号、蔵数信号を西へ20m。レンタルルーム松福園

には美と癒しのお店５店が揃い、それぞれが個性ある技術

とサービスを競っている。いつまでも変わらぬあなたの美

への欲求をかなえてくれるでしょう。 

　
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
た

頃
、
先
生
の
し
だ
れ
桜
の
大

木
の
幹
の
力
強
い
絵
に
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
光
善

寺
（
黒
木
町
木
屋
）
の
一
本

桜
と
聞
き
、
満
開
の
時
期
を

選
び
出
か
け
ま
し
た
。
樹
令

何
百
年
と
言
う
古
木
で
、

所
々
、
苔
む
し
傷
つ
い
た
幹

よ
り
力
強
く
、
地
面
ま
で
垂

れ
下
る
さ
ま
は
、
見
事
で
、

衝
撃
的
な
感
動
を
受
け
、
さ

っ
そ
く
こ
の
絵
を
描
き
ま
し

た
。
角
度
を
か
え
、
大
・
小

何
作
も
描
き
、
代
表
作
に
な

り
、
そ
れ
以
来
、
色
々
な
花
々

を
中
心
の
風
景
画
が
私
の
画

風
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

gallery
街かど 

井
上
和
利
（
広
川
町
） 

花のある暮らし 

～冬～ 

花のある暮らし 

～冬～ 

パドマバリ 

疲れ、肩こり、腰痛専門　村木赤坂院 

ヒーリングなごみ（壽延） 

Ｉｒｉｓ（イリス） 

ＡＬＩＣＥ　ＧＡＲＤＥＮ（アリスガーデン） 

1 0942－53－7170 
完全予約制 

営業時間・10：00～20：00／定休日・不定休 

あなたの瞳を演出するオリジナルラッシュ 

・まつ毛カール・・・・・￥2,625→￥1,575 

・アイラッシュ20本・・・￥2,520→￥1,680 

　　　　　　　40本・・・￥5,040→￥2,940 

60代までの幅広い年代の方に支持されております 

1 0942－53－6737 
営業時間・９：00～ラスト／定休日・不定休 

メスを使わない美容整形！？とも言われてる世界最

高峰のベルギーエステが上陸！！真の素肌美が手に

入る「バイオプランタトリートメント」 

（キャンペーンサービス） 

１月末まで初回のみ、オールメニュー30％off（バ

イオプランタトリートメント除く） 

1 0942－53－9098 
フィットネスマシーン、岩盤足浴で肩こり解消、バ 

ストアップ効果！！ 

デトックス只今キャンペーン中　4,000円を2,000円 

１月末まで 

毒素によって働きが阻害されている酵素を活性化さ

せて新陳代謝を高めます 

1 090－7458－5166 
深い指圧でコリをほぐして、ストレッチできもちよ

く伸ばすタイ式マッサージ 

（キャンペーンサービス） 

60分￥3,900→￥3,000で利用ＯＫ（１月31日まで） 

1 090－8911－7854 
正月サービス療術整体　60分3,000円を2,000円で

１月30日まで有効 

営業時間：朝10時～夜10時 

営業日：火・木・土限り 

　
12
月
18
日
に
、
黒
木
町
あ

ゆ
み
保
育
園
で
恒
例
の
も
ち

つ
き
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
、
両
親
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
30
名
程
と
、
園
児

１
０
０
名
程
が
一
緒
に
も
ち

を
つ
い
て
い
ま
す
。
大
人
の

ス
ピ
ー
ド
に
歓
声
を
上
げ
た

り
、
杵
の
重
さ
に
ふ
ら

つ
く
子
ど
も
や
力
強
く

振
り
降
ろ
す
頼
も
し
い

子
ど
も
等
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。 

　
つ
き
た
て
の
も
ち

は
、
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て

み
ん
な
で
食
べ
ま
し

た
。
近
頃
は
、
も
ち
つ

き
を
し
た
こ
と
の
な
い

人
も
多
い
中
、
こ
れ
か

ら
も
伝
統
行
事
を
受
け

継
い
で
い
き
た
い
と
、

園
長
先
生
は
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。 

町
日
記 

あ
ゆ
み
保
育
園 

町
日
記 

あ
ゆ
み
保
育
園 
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毎
週
火
曜
と
金
曜
は
八
女

農
業
高
校
正
門
横
に
あ
る
八

女
農
み
ら
い
館
に
生
徒
さ
ん

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
農
産

物
や
食
品
加
工
品
を
求
め
る

人
た
ち
で
賑
わ
う
。
八
女
地

域
の
次
代
の
農
業
を
担
う
青

年
達
が
生
産
す
る
旬
の
も
の

が
揃
っ
て
い
る
。
特
に
今
の

時
期
は
レ
ン
ア
イ
米
、
八
女

農
茶
（
生
産
技
術
科
）
、
シ

ク
ラ
メ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
セ

ル
リ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
シ

ス
テ
ム
園
芸
科
）
、
新
鮮
卵
、

手
作
り
パ
ン
、
イ
チ
ゴ
・
ミ

カ
ン
ジ
ャ
ム
（
生
物
利
用
科
）

が
お
す
す
め
。
そ
の
他
生
活

科
学
科
の
生
徒
さ
ん
が
考
案

し
た
レ
シ
ピ
集
も
お
役
に
立

ち
そ
う
。 

「
食
育
」
「
地
産
地
消
」
が

話
題
の
今
、
一
見
の
価
値
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。 

開
館
　
毎
週
火
・
金
曜
日 

時
間
　
10
時
30 
分
〜
12
時
30 

分
、
４
月
よ
り
15
時
30
分
ま

で
。
実
習
生
産
の
た
め
数
量

に
限
り
が
あ
り
ま
す 

１
月
は
８
日
（
金
）
が
初
売

り
で
す
。 

八女農みらい館 
（八女農業高校チャレンジショップ） 

晩
秋
の
石
鯛
釣
り
　
上
五
島
編 

　

「
幻
の
魚
」
と
い
わ
れ
る

石
鯛
を
求
め
て
‥
‥
‥ 

　
春
は
赤
貝
、
サ
ザ
エ
等
の

貝
類
の
餌
を
好
む
石
鯛
。
秋

の
時
期
に
な
る
と
、
冬
場
の

体
力
を
保
つ
為
に
就
餌
活
動

が
盛
ん
に
な
る
。
だ
か
ら
か
、

秋
の
石
鯛
は
春
よ
り
も
力
が

強
い
と
さ
れ
る
。 

　
秋
の
主
な
餌
と
し
て
は
、

サ
ザ
エ
、
ヤ
ド
カ
リ
、
カ
ニ
、

ウ
ニ
等
、
磯
際
や
海
底
近
く

の
生
き
物
を
好
ん
で
い
る
。 

　
晩
秋
、
上
五
島
の
石
鯛
が

好
調
だ
と
聞
き
、
早
速
出
掛

け
た
。
瀬
渡
し
船
で
約
１
時

間
も
揺
ら
れ
て
い
る
と
、
五

島
列
島
の
島
影
が
雄
大
に
迎

え
て
く
れ
る
。 

　
い
つ
も
の
様
に
「
心
の
踊

り
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
我
々

の
順
番
を
待
つ
。
予
め
、
お

願
い
し
て
い
た
岩
場
へ
無
事

上
が
り
、
清
め
の
酒
を
海
へ

注
ぎ
、
わ
ず
か
な
残
り
を
口

へ
運
ぶ
。
こ
れ
も
ま
た
至
福

の
時
だ
。 

「
ど
う
か
、
安
全
に
釣
り
が

出
来
ま
す
よ
う
に
‥
‥
‥
。
」 

　

「
石
鯛
は
潮
を
釣
れ
」
の

言
葉
通
り
、
午
前
10
時
に
満

潮
を
迎
え
る
迄
が
勝
負
な
の

で
、
夜
明
け
か
ら
気
持
ち
を

集
中
さ
せ
る
。
一
投
目
の
緊

張
感
と
期
待
感
‥
‥
‥
ワ
ク

ワ
ク
、
そ
し
て
肩
に
力
が
入

る
。 

　
そ
し
て
、
わ
ず
か
２
投
目
、

付
け
て
い
た
ウ
ニ
の
餌
に
待

望
の
ア
タ
リ
だ
。
ガ
ッ
、
ガ

ッ
、
ガ
ッ
竿
先
に
激
し
い

動
き
が
あ
り
、
少
し
の
間

を
お
い
て
「
グ
ィ
ー
ン
」

と
竿
全
体
を
海
中
へ
引
っ

張
り
込
も
う
と
す
る
。 

　
次
の
瞬
間
、
「
オ
ッ
シ

ャ
ー
」
と
魚
が
完
全
に
針

を
飲
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

渾
身
の
ア
ワ
セ
を
入
れ

る
。
３
〜
４
度
竿
を
締
め

込
ん
だ
魚
は
、
紛
れ
も
な

い
七
本
編
の
鮮
や
か
な
メ

ス
の
石
鯛
で
、
60
㎝
近
い

良
型
だ
、
３
キ
ロ
半
ば

か
。 

　
至
福
の
時
間
は
、
す
ぐ
に

過
ぎ
る
も
の
で
、
10
時
迄
に

３
枚
を
釣
り
上
げ
納
竿
と
し

た
。
海
の
神
と
山
の
神
（
恐

い
）
に
感
謝
し
な
が
ら
‥
‥

‥
。 

　
私
に
と
っ
て
、
釣
り
は
少

し
の
間
無
心
に
な
れ
る
ひ
と

時
だ
。 

　
さ
あ
、
次
は
何
処
へ
行
こ

う
か
‥
‥
‥
。 

磯
の
旅
人 

いらっしゃいませ！
いらっしゃいませ！
いらっしゃいませ！

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

“ I can’t wait !! ” 
― 待ちきれないわ！ ― 

　Happy new year ! !　明けましておめで
とうございます！私の新年の抱負は、 
「Keep writing !　書き続けること！」 
今年もがんばります。 
　さて、今月より、すぐに使える簡単な
ワンポイント英会話をご紹介していきた
いと思います。とっさの時に役に立つと
いいですね。また、５年間にわたる「明
るいインドア人間エミの日記」も並行して
続けるつもりです。これからも、どうぞ
よろしくお願いいたします。 
Ａ）What are your plans for winter 

vacation? 
　　（冬休みは、どんな予定？） 
Ｂ）I’m going to Hawaii with my friends. 
　　（友達とハワイに行くのよ） 
Ａ）Really?  Wow!!  Sounds great!! 
　　（本当？　わー！！　すごいね！！） 
Ｂ）Yeah!  I’m so excited!!  I can’t 

wait!! 
　　（そうなの！　すごくワクワクして
　　　る！！　待ちきれないわ！！） 
　旅行に行く前などのワクワクと高ぶる
気持ちを表現するのに、ぴったりですね。 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

その
 

１ 

“蓬莱に我生きて・・” 

椎 窓   猛 
詩人（矢部村在住） 

　
新
春
御
慶
。
“
蓬
莱
に
我

生
き
て
居
る
今
年
か
な
”
“
年

玉
を
並
べ
て
置
く
や
枕
も
と
”

子
規
。
平
成
二
十
一
年
（
２

０
１
０
）
康
寅
の
年
を
迎
え

る
。
玄
関
に
は
好
例
の
如
く

ご
寄
贈
の
木
彫
『
寅
』
を
飾

る
。
作
は
黒
木
在
住
の
牛
島

隆
先
生
。
先
生
、
八
女
一
帯

の
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
に

暮
れ
の
う
ち
に
新
春
を
寿
ぐ

干
支
を
彫
刻
し
配
布
を
始
め

ら
れ
て
幾
年
か
。
ま
こ
と
に

奇
特
な
奉
仕
で
あ
る
。
戴
い

て
「
騎
虎
の
勢
い
」
で
、
が

ん
ば
っ
て
生
き
る
か
―
と
、

志
気
を
高
め
な
が
ら
も
、
反

面
、
あ
の
映
画
「
フ
ー
テ
ン

の
寅
さ
ん
」
流
儀
で
、
気
の

む
く
ま
ま
、
風
の
ふ
く
ま
ま

に
悠
々
、
明
朗
、
お
お
ら
か

に
事
に
処
す
る
も
よ
ろ
し
い

の
で
は
な
い
か
。
み
な
さ
ん
、

初
春
の
感
慨
如
何
で
し
ょ
う

か
。
▼
さ
て
、
暮
れ
か
ら
司

馬
遼
太
郎
の
『
坂
の
上
の
雲
』

が
テ
レ
ビ
放
映
。
明
治
時
代

の
「
青
春
」
が
改
め
て
問
い

返
え
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
海

軍
の
智
将
秋
山
兄
弟
の
間
に

あ
っ
て
、
俳
人
正
岡
子
規
が

重
要
な
役
わ
り
を
果
し
て
い

る
。
藤
原
正
彦
教
授
は
「
不

治
の
病
に
お
か
さ
れ
な
が
ら

も
、
夢
を
語
り
、
ユ
ー
モ
ア

を
発
揮
、
生
命
の
限
り
を
つ

く
し
て
、
句
に
、
歌
を
革
新
、

詠
み
つ
づ
け
た
情
熱
」
を

礼
讃
。
▼
こ
ち
ら
の
方
で

は
、
十
二
月
十
一
日
に

は
、
福
岡
発
ド
ラ
マ
ス
ペ

シ
ャ
ル
『
母
さ
ん
へ
』
。

黒
木
町
笠
原
地
区
に
伝
承

の
文
楽
人
形
芝
居
。
“
と

と
さ
ん
の
名
は
阿
波
の
十

郎
兵
衛
、
か
か
さ
ん
は
お

弓
と
申
し
ま
す
”
の
文
句
で

知
ら
れ
る
『
傾
城
阿
波
の
鳴

戸
』
の
上
演
け
い
こ
に
励
む

小
学
生
。
そ
こ
へ
赴
任
の
若

い
女
教
師
、
母
親
不
信
の
山

村
留
学
の
女
の
子
と
が
織
り

な
す
葛
藤
が
、
緑
風
吹
き
渡

る
茶
の
里
を
背
景
に
展
開
さ

れ
て
、
さ
わ
や
か
な
感
動
を

呼
ぶ
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
当
地
に
伝
承
の
『
旭

座
人
形
芝
居
』
に
、
児
童
の

参
加
を
企
画
し
た
当
初
の
校

長
野
崎
ミ
エ
子
先
生
を
知
る

私
は
、
手
始
め
の
労
苦
に
も

思
い
を
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

八
女
津
媛
伝
説
に
ち
な
む
矢

部
小
児
童
の
朗
読
劇
“
白
馬

の
媛
”
矢
部
中
学
生
の
伝
統

芸
能
“
浮
立
”
ま
た
は
ア
ラ

ス
カ
渡
航
公
演
の
体
験
を
持

つ
“
飯
干
太
鼓
”
な
ど
、
身

近
な
活
動
が
思
い
う
か
ぶ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
子
ど

も
た
ち
の
文
化
伝
承
活
動
を
、

八
女
の
町
村
合
併
を
記
念
し
、

一
覧
、
紹
介
図
絵
な
ど
作
成

し
た
ら
如
何
な
も
の
か
と
も

考
え
る
。
▼
お
と
な
り
の
新

み
や
ま
市
で
は
、
“
こ
と
り

は
、
と
っ
て
も
う
た
が
す
き
、

か
あ
さ
ん
よ
ぶ
の
も
、
う
た

で
よ
ぶ
、
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
、
ぴ
‥

‥
‥
”
の
童
謡
で
知
ら
れ
る

児
童
文
学
者
の
與
田
凖
一
記

念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
與

田
さ
ん
は
柳
川
出
身
の
詩
人

北
原
白
秋
に
、
才
を
見
出
さ

れ
、
児
童
誌
『
赤
い
鳥
』
で

活
躍
、
そ
の
後
、
童
話
創
作

に
精
励
、
高
い
評
価
を
受
け

た
作
家
で
あ
る
。
若
い
頃
、

與
田
さ
ん
の
童
話
「
五
十
一

番
め
の
ザ
ボ
ン
」
を
愛
読
し

た
私
は
さ
っ
そ
く
記
念
館
を

訪
ね
た
。
館
内
に
入
る
と
、

「
與
田
凖
一
の
世
界
」
と
銘

打
っ
た
等
身
大
の
肖
像
パ
ネ

ル
が
眼
を
打
っ
て
く
る
。
詩
、

童
謡
、
童
話
な
ど
の
原
稿
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
年
譜
紹
介

な
ど
、
親
し
み
や
す
く
懇
切

に
、
生
涯
に
わ
た
る
創
作
活

動
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
與

田
さ
ん
は
十
八
才
の
こ
ろ
、

下
妻
小
学
校
の
代
用
教
員
と

し
て
勤
め
ら
れ
て
い
る
が
、

当
時
の
教
え
子
で
今
な
お
健

在
の
古
賀
嘉
治
さ
ん
を
私
は

知
る
が
、
古
賀
さ
ん
が
宝
物

と
し
て
大
切
に
所
持
の
、
與

田
先
生
ガ
リ
版
印
刷
の
詩
誌

『
雀
の
青
空
』
を
拝
見
し
た

日
も
思
い
だ
さ
れ
た
。
そ
の

あ
と
が
き
に
、
『
私
た
ち
の

上
に
、
月
も
日
も
「
つ
ん
の

う
て
」
き
て
い
る
。
み
ち
ば

た
の
草
は
、
か
が
や
か
し
い

ま
な
こ
を
し
て
私
た
ち
を
む

か
え
て
い
る
』
と
、
四
年
生

う
け
も
ち
、
大
正
十
二
年
二

月
末
日
と
記
さ
れ
た
詩
集
は
、

古
び
て
も
新
鮮
に
「
つ
ん
の

う
て
き
て
い
る
」
こ
と
が
証

明
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た

こ
と
も
覚
え
て
い
る
。
そ
れ

に
こ
の
よ
う
な
児
童
文
学
者

を
郷
土
の
誇
り
と
し
て
創
設

の
関
係
各
位
に
、
尊
敬
、
感

謝
の
念
を
深
く
覚
え
た
。
み

な
さ
ん
、
「
こ
と
り
」
の
唄

に
一
心
、
耳
を
傾
け
て
み
ま

し
ょ
う
。 
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ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

　
飲
酒
運
転
で
免
許
取
消
し
に
な

り
会
社
を
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
無

収
入
と
な
り
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
家
族
の
雰
囲
気
が
お
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
最
初
に
影
響
さ
れ
た

の
は
子
供
で
、
お
と
な
し
か
っ
た
子
が
人
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
荒
れ
た
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
死
に
た
い
と
思
っ
た

こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
免
許

を
取
り
仕
事
に
つ
い
て
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
で
す
。 

 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2010年1月1日 

   A

　
新
春
の
呈
茶 

と
き
／
１
月
１
日
12
時
〜
16

時
、
２
・
３
日
10
時
〜
16
時 

と
こ
ろ
／
星
野
茶
の
文
化
館 

新
春
の
す
が
す
が
し
い
空
気

の
中
、
一
服
の
抹
茶
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。
無
料
、
先
着

１
０
０
名
（
抹
茶
大
福
等
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
有
り
。 

1
０
９
４
３
＝
５
２
＝
３
０
０
３ 

 A

　
お
お
に
し
ふ
れ
あ
い
ど

ん
ど
焼
き 

と
き
／
１
月
９
日
（
土
）
９

時
〜
14
時 

と
こ
ろ
／
お
お
に
し
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
黒
木
町
木
屋
） 

無
病
息
災
祈
願
、
野
菜
の
収

穫
、
ど
ん
ど
焼
き
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
他 

定
員
40
名
（
家
族
で
の
参
加

大
歓
迎
） 

２
５
０
０
円
（
施
設
利
用
料
、

お
み
や
げ
代
、
通
信
費
含
む
） 

連
絡
先
：
お
お
に
し
農
業
小

学
校 

1
０
９
０
＝
３
６
０
７
＝
１
２
６
８ 

 A

　
八
女
市
公
民
館
利
用
者

作
品
発
表
会 

と
き
／
１
月
23
日
（
土
）
９

時
〜
17
時
、
１
月
24
日
（
日
）

９
時
〜
16
時 

と
こ
ろ
／
八
女
文
化
会
館 

八
女
市
公
民
館
で
サ
ー
ク
ル

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
ふ
く
お
か
高
齢
者
は
つ
ら

つ
活
動
拠
点
事
業
の
受
講
生
、

公
民
館
短
期
講
座
の
受
講
生

に
よ
る
水
墨
画
、
書
道
、
絵

画
、
写
真
、
手
工
芸
、
川
柳
、

短
歌
、
俳
句
な
ど
の
作
品
約

４
０
０
点
を
発
表
展
示
し
ま

す
。 

連
絡
先
：
八
女
市
東
公
民
館 

1
０
９
４
３
＝
２
３
＝
５
２
７
６ 

 A

　
ミ
ニ
健
康
教
室 

と
き
／
１
月
30
日
（
土
）
14

時
〜
15
時 

と
こ
ろ
／
川
h
病
院 

八
女

市
納
楚 

テ
ー
マ
：
か
し
こ
い
感
染
予

防
策
、
講
師
：
下
川
喜
代
美

（
看
護
師
長
）
、
定
員
：
40

名
、
無
料
、
要
予
約 

連
絡
先
：
樋
口
・
石
内 

1
０
９
４
３
＝
２
３
＝
３
０
０
５ 

上
町
少
年
野
球
団 

　とある田舎を車で移動していたら１日に５回ほど往復しているバス

停がありました。のんびりバスを待つ間読む本が有りその横にはドア

を開ければ手紙が書けるボックス型の家具も準備してあります。懐か

しい郵便ポストも建っています。多分後ろの家は「よろづ屋」だった

のではと思われます。一昔前まではバス停に来れば買い物から郵便出し、

図書室の役割ができたのではと思いました。今では子どもたちの遊び

場として活用されているのですね。　　　　　　　八媛会　北島東司郎 

田舎のバス停 

フォトエッセイ フォトエッセイ 
　
む
か
し
、
あ
れ
は
昭
和
二

十
三
、
四
年
頃
の
こ
と
だ
っ

た
ろ
う
か
。
八
女
郡
羽
犬
塚

町
上
町
に
中
、
高
校
生
を
メ

ン
バ
ア
と
す
る
少
年
野
球
チ

ー
ム
が
あ
っ
た
。
終
戦
後
、

急
に
野
球
が
盛
ん
に
な
っ
た

頃
の
こ
と
で
チ
ー
ム
名
は
単

に
上
町
チ
ー
ム
。 

　
こ
の
チ
ー
ム
が
誰
に
教
わ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
際

立
っ
て
強
く
な
り
、
同
時
期

に
生
ま
れ
た
近
隣
の
チ
ー
ム

を
次
々
に
撃
破
し
た
。 

　
球
場
と
し
て
使
用
し
た
の

は
旧
福
岡
青
年
師
範
学
校
跡

地
で
あ
る
羽
犬
塚
中
学
校
の

運
動
場
。
対
戦
相
手
は
岡
山

村
の
前
津
チ
ー
ム
。
羽
犬
塚
・

二
本
松
の
チ
ー
ム
。
二
本
松

チ
ー
ム
を
率
い
て
い
た
の
は

宮
永
偉
〜
し
ゃ
ん
で
は
な
か

っ
た
か
。
お
隣
り
の
中
町
チ

ー
ム
と
は
何
度
も
対
戦
し
た
。 

　
ま
た
羽
犬
塚
小
学
校
の
運

動
場
で
対
戦
し
た
の
は
、
は

る
ば
る
遠
来
の
福
島
町
・
京

町
チ
ー
ム
と
羽
犬
塚
・
山
の

井
チ
ー
ム
。 

　
こ
こ
で
上
町
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ア
を
紹
介
す
る
と
、
投

手
が
中
村
敬
ち
ゃ
ん
、
捕
手

が
深
町
、
一
塁
手
が
中
村
ま

あ
ち
ゃ
ん
、
二
塁
手
が
井
寺

ち
ゃ
ん
に
深
町
健
ち
ゃ
ん
、

三
塁
手
が
米
村
た
あ
ち
ゃ
ん
、

遊
撃
手
が
広
津
九
州
し
ゃ
ん
。

外
野
陣
は
多
士
済
々
で
先
ず

松
鳥
時
ち
ゃ
ん
、
広
津
し
ん

ご
ち
ゃ
ん
、
松
竹
し
ゃ
ん
、

北
村
ち
ゃ
ん
、
深
町
一
ち
ゃ

ん
、
山
口
亮
ち
ゃ
ん
、
角
の

り
ち
ゃ
ん
等
。 

　
な
か
で
も
投
手
の
中
村
敬

ち
ゃ
ん
は
体
躯
堂
々
、
真
向

勝
負
の
剛
球
を
び
し
び
し
投

げ
込
み
並
み
居
る
打
者
を
圧

倒
し
た
。
ま
さ
に
チ
ー
ム
勝

利
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。 

　
相
手
チ
ー
ム
で
特
筆
す
べ

き
は
羽
犬
塚
の
山
の
井
チ
ー

ム
で
バ
ッ
テ
リ
ー
が
凄
い
。

投
手
が
松
本
、
捕
手
が
平
島

の
両
君
。
松
本
君
と
は
の
ち

の
八
女
高
校
野
球
部
の
強
肩

遊
撃
手
の
こ
と
で
、
九
州
大

会
で
目
立
っ
た
働
ら
き
を
し
、

九
州
高
校
球
界
随
一
の
シ
ョ

ー
ト
だ
と
当
時
の
ア
サ
ヒ
ス

ポ
ー
ツ
紙
に
書
か
れ
た
人
。 

　
捕
手
の
平
島
君
と
は
の
ち

八
女
高
校
野
球
部
の
エ
ー
ス

投
手
と
な
り
九
州
大
会
で
屈

指
の
豪
腕
投
手
と
謳
わ
れ
た

人
。
プ
ロ
か
ら
も
誘
わ
れ
た

が
結
局
、
慶
応
大
学
に
進
学

し
た
。
私
に
は
彼
の
六
大
学

野
球
新
人
戦
で
の
デ
ビ
ュ
ー

を
神
宮
球
場
で
観
戦
し
た
思

い
出
が
あ
る
。
相
手
は
法
政

大
学
。 

　
う
ぐ
い
す
嬢
が
場
内
放
送

で
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
平
島
君
、

福
岡
・
八
女
高
校
出
身
」
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
の
を
聞
い

た
と
き
は
思
わ
ず
「
や
っ
た

な
」
と
叫
ん
だ
も
の
だ
。 

　
右
の
強
力
バ
ッ
テ
リ
ー
を

有
す
る
山
の
井
チ
ー
ム
を
、

な
ん
と
一
対
零
で
敗
っ
た
の

だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
も
は

や
敵
な
し
、
わ
が
上
町
チ
ー

ム
は
羽
犬
塚
一
ば
い
と
う
そ

ぶ
い
た
も
の
で
あ
る
。 

　
以
上
、
か
っ
て
羽
犬
塚
上

町
に
実
在
し
た
今
で
は
幻
と

化
し
た
少
年
野
球
団
の
こ
と

を
の
べ
て
き
た
が
、
当
時
の

メ
ン
バ
ア
も
対
戦
し
た
相
手

チ
ー
ム
の
人
た
ち
も
、
と
う

に
よ
い
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
健
在
を
祈
る
や
切
。
ま

た
既
に
彼
岸
に
渡
っ
た
人
も

い
る
。
冥
福
を
祈
る
や
切
な

る
も
の
が
あ
る
。 深

町
凖
之
助 

新
春
に
贈
る 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

新
春
に
贈
る 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

   A

　
京
都
妙
心
寺
特
別
展 

禅
の
至
宝
と
九
州
・
琉
球 

と
き
／
平
成
22
年
元
旦
〜
２

月
28
日 

と
こ
ろ
／
九
州
国
立
博
物
館 

ペ
ア
５
組
様
へ
入
場
券
プ
レ

ゼ
ン
ト 

        A

　
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン 

パ
リ
を
彩
っ
た
画
家
た
ち 

と
き
／
平
成
22
年
１
月
２
日

〜
２
月
７
日 

と
こ
ろ
／
北
九
州
市
立
美
術

館
分
館 

ペ
ア
２
組
様
へ
入
場
券
プ
レ

ゼ
ン
ト 

         

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄 

チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
） 

応
募
締
め
切
り
１
月
７
日 

関
山
慧
玄
像
　
吉
野
右
京
種
次
作 

江
戸
時
代
　
京
都
・
妙
心
寺
蔵 

ア
ン
リ
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク 

《
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
の
ラ
・
グ
リ
ュ
》 

１
８
９
１
年
　
リ
ト
グ
ラ
フ 

１
９
７
・
５ 

× 

１
２
５
・
０ 

cm 

三
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

　
午
後
六
時
、
Ｙ
病
院
の
玄
関

を
大
き
な
袋
を
下
げ
た
人
た
ち

が
慌
し
く
行
き
交
う
見
慣
れ
た

光
景
。
老
い
た
親
を
、
愛
す
る

連
れ
合
い
を
、
大
切
な
家
族
の

一
員
を
入
院
さ
せ
て
い
る
人
が

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
顔
を
出

し
、
洗
濯
物
を
持
ち
帰
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
老
々
介
護
の

仲
間
入
り
を
し
て
二
ヶ
月
、
産

む
も
大
変
、
生
き
る
も
大
変
、

死
ぬ
も
大
変
を
身
近
に
感
じ
て

い
る
、
老
後
は
誰
に
も
や
っ
て

く
る
現
実
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
と

し
て
よ
く
よ
く
心
し
て
お
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
今
日
は
ど
ん

な
顔
で
待
っ
て
い
る
の
か
、
体

調
は
い
い
の
か
、
悪
い
の
か
、

そ
の
日
の
容
体
に
一
喜
一
憂
さ

せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
年
ま
で
親

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

幸
せ
だ
と
受
け
止
め
る
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
だ
ろ
う
。
自
分
が
育

つ
間
、
乳
を
飲
ま
な
け
れ
ば
心

配
し
、
熱
を
出
せ
ば
心
配
し
、

ひ
た
す
ら
成
長
を
祈
り
、
親
と

し
て
無
償
の
愛
情
を
注
い
で
く

れ
た
の
だ
ろ
う
と
静
か
な
寝
顔

を
見
な
が
ら
感
謝
し
て
い
る
。 

　
あ
と
は
本
人
の
生
き
る
執
念

が
い
か
に
強
い
か
で
す
よ
と
主

治
医
は
言
わ
れ
る
。
二
度
と
来

れ
な
い
こ
の
世
に
何
と
し
て
も

復
帰
す
る
の
だ
と
い
う
本
人
の

頑
張
り
を
信
じ
つ
つ
、
少
し
で

も
そ
の
応
援
が
で
き
る
よ
う
に

と
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
し
、
少

し
暗
く
そ
し
て
冷
え
る
よ
う
に

な
っ
た
晩
秋
の
夕
ま
ぐ
れ
、
私

は
今
日
も
病
院
の
玄
関
を
急
ぐ
。 

（
た
か
お
） 

※
現
在
介
護
に
頑
張
っ
て
い
る

方
、
介
護
の
経
験
を
お
持
ち
の

方
体
験
談
待
っ
て
い
ま
す
。 

老々介護初体験 

く  

す 

か
ず 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 


